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(57)【要約】
　無線機の収容のために構成された成形回路部品（ＭＩ
Ｄ）ハウジングを備え、成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジ
ングが、成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングと一体化さ
れたアンテナを有し、アンテナが無線通信のために無線
機と動作可能に接続されることを特徴とする、補聴器が
提供される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　補聴器であって、
　無線機を備える成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングを備え、
　前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングは、前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングと
一体化されたアンテナを有し、
　前記アンテナが、無線通信のために前記無線機と動作可能に接続されることを特徴とす
る補聴器。
【請求項２】
　前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングは、前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングの
電子部品を遮蔽するために、前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングと一体化された第１
シールドを有する、請求項１に記載の補聴器。
【請求項３】
　前記補聴器は、前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジング内に収容され、前記無線機を備
えるプリント回路基板を備え、
　前記アンテナは、前記プリント回路基板の導体と前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジン
グと一体化された導体とを備える電気接続を介して、前記無線機に動作可能に接続される
、請求項１又は２に記載の補聴器。
【請求項４】
　前記電気接続は、前記プリント回路基板の前記導体と前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウ
ジングと一体化された前記導体との当接によって形成される、請求項３に記載の補聴器。
【請求項５】
　前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングは、磁気誘導通信ユニットと、無線通信のため
に前記磁気誘導通信ユニットと動作可能に接続される磁気誘導アンテナとを備える、請求
項１から請求項４のいずれかに記載の補聴器。
【請求項６】
　前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングは、前記磁気誘導アンテナを遮蔽するために、
前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングと一体化された第２シールドを有する、請求項５
に記載の補聴器。
【請求項７】
　前記補聴器は、テレコイルを備え、
　前記テレコイルは、前記テレコイルにおいて変化する磁場を、対応する変化するアナロ
グ音声信号に変換し、前記音声信号の瞬時電圧は、前記テレコイルにおいて変化する前記
磁場の強度に伴って連続的に変化する、請求項１から請求項６のいずれかに記載の補聴器
。
【請求項８】
　前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングは、前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジング内
に収容された電子部品を前記テレコイルとの干渉から遮蔽するために、前記成形回路部品
（ＭＩＤ）ハウジングと一体化された第３シールドを有する、請求項７に記載の補聴器。
【請求項９】
　前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングは、バッテリの対応する接点とそれぞれ電気的
に相互接続するために、前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングと一体化された導電性バ
ッテリ接続端子を有する、請求項１から請求項８のいずれかに記載の補聴器。
【請求項１０】
　前記導電性接続端子は、電気接続パッドを備え、
　前記電気接続パッドと前記バッテリの前記接点との間の電気的相互接続は、前記電気接
続パッドのそれぞれと、前記バッテリの対応する前記接点のそれぞれとの当接を含む、請
求項９に記載の補聴器。
【請求項１１】
　前記補聴器は、マイクロホンを備え、
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　前記マイクロホンは、前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングに取り付けられ、前記マ
イクロホンで受信した音響信号を対応する音声信号に変換するように構成されており、
　前記音声信号が、前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングと一体化された導体を介して
、前記補聴器の別の電子部品に接続される、請求項１から請求項１０のいずれかに記載の
補聴器。
【請求項１２】
　前記補聴器は、音声プロセッサと、出力トランスデューサとを備え、
　前記音声プロセッサは、前記音声信号を、前記音声プロセッサの出力部において提供さ
れる処理済み音声信号に処理するように構成され、
　前記出力トランスデューサは、前記処理済み音声信号を、前記人間の聴覚系によって受
信され、前記使用者の聴覚音となる聴覚出力信号に変換するように構成される、請求項９
に記載の補聴器。
【請求項１３】
　前記音声プロセッサは、聴力損失プロセッサを含み、
　前記処理済み音声信号は、前記音声信号と、前記補聴器の前記使用者の聴力損失とに基
づいて前記出力トランスデューサに提供される聴力損失補償信号である、請求項１２に記
載の補聴器。
【請求項１４】
　前記磁気誘導アンテナは、前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングが、使用中に、前記
補聴器の使用者の耳において意図された位置に装着されると、前記磁気誘導アンテナによ
って生成される磁場が、前記補聴器の前記使用者の他方の耳の方に向けられるように前記
成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングに取り付けられる、請求項５から請求項１３のいずれ
かに記載の補聴器。
【請求項１５】
　補聴器の製造方法であって、
　成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングの少なくとも一部を提供するステップと、
　前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングの前記少なくとも一部に、無線通信のための電
磁波の受信及び送信のために構成されるアンテナを配置するステップとを含む、補聴器の
製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　向上された性能、より少ない部品、単純化された組立、低減された大きさ及びコストで
、無線通信を実行するように構成された新しい補聴器が提供される。
【背景技術】
【０００２】
　従来技術のアンテナを備えた補聴器は、ＥＰ２４５８６７５Ａ２に開示されている。
【発明の概要】
【０００３】
　今日の補聴器は、様々な他の装置及び反対側の耳の別の補聴器と無線通信を行うことが
できる必要がある。無線通信は、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ
　ＬＥ、誘導ループ受信等のような独自の標準無線通信プロトコルに従って実行されるこ
とが好ましい。
【０００４】
　例えば、テレコイルの代替として、他の装置は、使用者の反対側の耳に取り付けられた
別の補聴器、リモコン、フィッティング器具、携帯電話、メディアプレーヤ、ＴＶストリ
ーマ、ドアベル、警報システム、放送システム等を含んでもよい。
【０００５】
　この要件を満たすために、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＬＥプロトコルに従った２．５４ＧＨ
ｚでの無線通信用のダイポールアンテナ、使用者の頭部の両側に取り付けられた補聴器と
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誘導ループ受信用のテレコイルとの間の、例えば約８００ＭＨｚでの無線通信用の磁気誘
導アンテナ等、異なる種類の通信用に最適化された多数の異なるアンテナを有することが
できる補聴器が提供される。
【０００６】
　向上された性能、より少ない部品、単純化された組立、低減された大きさ及びコストに
つながる単純化された設計によって、様々な種類の無線通信に対する要求が増すことによ
って増大する複雑さを抑制する補聴器が必要とされている。
【０００７】
　従って、無線機を備える成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングを備える補聴器であって、
前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングは、前記成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングと一
体化された、例えばＲＦアンテナ等のアンテナ、又はアンテナの一部を有し、前記アンテ
ナ又は前記アンテナの前記一部は、無線通信のために前記無線機と動作可能に接続される
、補聴器が提供される。
【０００８】
　本出願の文脈では、成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングと一体化されているアンテナ（
又はアンテナの一部）は、アンテナ（又はその一部）が成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジン
グと一体であり、かつ分離不可能な部分として成形回路部品と一緒に形成され、アンテナ
が独立した部分を形成しないことを意味する。これは、アンテナ（又はその一部）が、成
形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングに取り付けられず、また取り外されることができないこ
とを意味する。アンテナ（又はその一部）は、好ましくは、以下に記載されるプロセスの
うちの一つによって、ＭＩＤハウジング上／中に形成される。
【０００９】
　アンテナは、モノポールアンテナ、ダイポールアンテナ、スロットアンテナ、パッチア
ンテナ、ループアンテナ等といった任意の適切な種類のものであってもよい。
【００１０】
　成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングは、無線機を備えてよく、例えば、成形回路部品（
ＭＩＤ）ハウジングは、無線機を収容するように構成されてもよい。例えば、無線機は、
成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングに取り付けられてもよく、成形回路部品（ＭＩＤ）ハ
ウジングと一体化された導体を介して成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングの他の部品と相
互接続されてもよい。あるいは、成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングは、無線機を有する
プリント回路基板（ＰＣＢ）等を備えてもよい。
【００１１】
　以下では、「成形回路部品（ＭＩＤ）」を「ＭＩＤ」と略記し、「成形回路部品（ＭＩ
Ｄ）ハウジング」を「ＭＩＤハウジング」と略記し、「プリント回路基板」を「ＰＣＢ」
と略記する。
【００１２】
　ＭＩＤは、例えば熱可塑性材料の射出成形によって形成される等、プラスチックで作ら
れており、選択的メタライゼーションによって形成される一つ又は複数の一体化された導
体経路又はトレース及び電気接続パッドを担持する。
【００１３】
　ＭＩＤハウジングは、ＲＦアンテナ、磁気誘導アンテナ、テレコイル、ＦＭアンテナ等
を含む様々な種類のアンテナといった部品と、無線機、マイクロホン等といった電子部品
とを備えてもよい。これらの部品は、ＭＩＤハウジングと一体化されてもよく、又は機械
的及び電気的に接続されてもよく、ＭＩＤハウジングと一体化された導体経路を介して他
の部品と電気的に相互接続されてもよい。
【００１４】
　ＭＩＤハウジングへの部品の機械的及び電気的接続は、ＰＣＢアセンブリの技術分野に
おける周知の方法で行うことができる。部品のリードは、ＭＩＤハウジングと一体化され
た電気接続パッドで囲まれた穴に挿入されてもよい。リードは、穴へ挿入されることよっ
て穴を変形させてよく、それによって、ＭＩＤハウジングと一体化された電気接続パッド
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に対してリードの所望の電気接続を確立することができ、また、ＭＩＤハウジングへの部
品の機械的締結も確立することができる。あるいは、又は加えて、はんだ付けを用いて、
ＭＩＤハウジングへのリードの電気的接続及び機械的締結を確立してもよい。例えば、Ｍ
ＩＤハウジングは、リフローオーブンでのはんだ付けを可能にする高温プラスチック材料
で作られていてもよい。あるいは、又は加えて、表面実装技術（ＳＭＴ）が、ＭＩＤハウ
ジングへの部品の機械的及び電気的接続のために利用されてもよい。
【００１５】
　ＭＩＤハウジングの一つ又は複数の一体化された導体経路又はトレースは、レーザ直接
構造化（ＬＤＳ）を利用して形成されるのが好ましい（例えば、ＷＯ１９９９／００５８
９５Ａ１及びＷＯ２００３／００５７８４Ａ２を参照）。
【００１６】
　ＭＩＤハウジング上への部品の配置は、ｍＣＡＤソフトウェアを使用して実行されても
よい。ネットリスト（相互接続）を含む電気ＣＡＤデータだけでなくｍＣＡＤデータも読
み込むことができる特別な設計ソフトウェアが利用可能である。このツールは、オンライ
ン設計ルールチェックだけでなく、３Ｄ表面上でのインタラクティブルーティングを提供
する。
【００１７】
　ＬＤＳプロセスは、レーザによって活性化された（非導電性の）金属無機化合物がドー
プされた熱可塑性材料を使用する。プラスチックは、射出成形される基本的な単一成分プ
ラスチックである。一つ又は複数の一体化された導体トレースは、レーザを用いて射出成
形プラスチック上に書き込まれる。レーザビームがプラスチックに当たるところでは、金
属添加物が微小粗さのトラックを形成する。このトラックの金属粒子は、後続のメタライ
ゼーションのための核を形成する。無電解銅浴において、導体経路層がこれらのトラック
上に正確に生じる。このようにして、銅、ニッケル及び金仕上げの層を連続的に生じさせ
ることができる。ＬＤＳプロセスには、様々な材料が利用可能である。上述したアンテナ
（又はその一部）は、このようにして形成されてもよい。
【００１８】
　ＭＩＤハウジングの部品は、ＭＩＤハウジングに取り付けられてもよく、又はＭＩＤハ
ウジングと一体化されてもよく、又はＭＩＤハウジングの内部に取り付けられた一つ又は
複数のＰＣＢであって、ＭＩＤハウジングと一体化された導体を介してＭＩＤハウジング
の他の部品と電気的に相互接続されているＰＣＢ上に配置されてもよい。上記の一体化さ
れた部品及び／又は導体は、ＬＤＳプロセス及びその後のメタライゼーションを用いて一
体化されてもよい。
【００１９】
　ＭＩＤハウジングは、二つの異なる樹脂を使用する射出成形プロセスであるツーショッ
ト成形で製造されてもよく、二つの樹脂のうちの一方のみがめっきされてもよい。通常、
めっき可能な基板部分はＡＢＳであり、めっき不可能な基板部分はポリカーボネートであ
る。ＭＩＤハウジングには、例えば、ブタジエンを使用して表面を化学的に粗くし、銅一
次層の接着を可能にする無電解めっきプロセスを施してもよい。このようにして、上述し
たアンテナ（又はその一部）を形成することができる。また、上記の一体化された部品及
び／又は一体化された導体も、このように形成されてもよい。
【００２０】
　無線機及び例えばＲＦアンテナ等のアンテナは、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ、Ｂｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ　ＬＥ等の規格、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈコア仕様４．１以降又はそれ以前
のバージョン等の無線通信のための国際規格に準拠する、例えば２．４ＧＨｚの産業科学
医療（ＩＳＭ）バンドを利用して、無線通信するように構成された他のデバイスとの無線
通信のために協働するように構成される。
【００２１】
　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＬＥ規格に従って動作する場合、無線機は、ＥＰ２９４７８０３
Ａ１に説明されているように、音声データセット等のリアルタイム音声信号の受信及び送
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信を可能にするように変更されてもよい。
【００２２】
　音声データセットは、音響音に変換され得るアナログ音声信号の連続時間及び連続振幅
の値を表す一連の離散時間及び離散振幅のデジタル音声信号値といった、デジタル音声信
号の値を含む。言い換えれば、音声データセットは、ストリーミング音声の技術分野で周
知のように、ある時点で音に変換することを意図したデジタルデータを含む。
【００２３】
　無線機及びアンテナによって送信又は受信される音声データセットを含むデータセット
は、二種類のデータ、即ち、制御情報及びデータを有するデータパケットであってもよい
。このデータは、ペイロード又はペイロードデータとしても知られている。制御情報は、
例えば、送信元及び送信先装置のアドレス、エラー検出コード、及び順序情報といった、
意図する受信機にデータ又はペイロードを配信するためにネットワークが必要とする情報
データを提供する。通常、制御情報はパケットのヘッダ及びトレーラにあり、これらの間
にペイロードデータが存在する。
【００２４】
　データセットは、補聴器の動作を制御するために利用される制御データを含んでもよく
、例えば、制御データは、ノイズ抑制等のための特定の信号処理プログラムの選択を含む
、補聴器において音声信号を処理するために使用される信号処理パラメータの値を含んで
もよい。
【００２５】
　ＭＩＤハウジングは、ＭＩＤハウジングの電子部品がアンテナと干渉するのを遮蔽する
ため、及び／又は、ＭＩＤハウジングの電子部品を周囲からの電磁干渉から遮蔽するため
、及び／又は電磁干渉を引き起こすことを遮蔽するために、ＭＩＤハウジングと一体化さ
れた第１シールドを有してもよい。第１シールドは、上述のアンテナがＭＩＤハウジング
と一体化されるのと同じ方法のうち一つを用いて、ＭＩＤハウジングと一体化されて形成
されてもよい。
【００２６】
　補聴器は、ＭＩＤハウジング内に収容され、かつ／又はＭＩＤハウジングに取り付けら
れる一つ又は複数のＰＣＢを備えてもよく、ＰＣＢは無線機を含む。アンテナは、ＰＣＢ
の導体とＭＩＤハウジングと一体化された導体とを備える電気的な接続を介して、無線機
と動作可能に接続される。後者の導体は、上述のアンテナがＭＩＤハウジングと一体化さ
れるのと同じ方法のうち一つを用いて、ＭＩＤハウジングと一体化されて形成されてもよ
い。
【００２７】
　電気的な接続は、ＰＣＢの導体を、ＭＩＤハウジングと一体化された導体と当接させる
ことによって形成されてもよい。
【００２８】
　ＰＣＢは、非導電性基板に積層された導電性シート又は層（典型的には銅シート）から
エッチングされた導体経路又はトレース、電気接続パッド、及び他の特徴を使用して、電
子部品を機械的に支持し、電子部品を電気的に接続する。コンデンサ、抵抗器、能動素子
等といった部品は、一般に、ＰＣＢ上にはんだ付けされる。
【００２９】
　ＰＣＢは、一つの導電層を有する片面型であってよく、二つの導電層を有する両面型で
あってもよく、あるいは外側及び内側導電層を有する多層型であってもよい。異なる層上
の導体経路又はトレースは、ビア、即ち、異なる導電層を電気的に相互接続するために一
つ又は複数の隣接する層を通るスルーホール経路で接続される。通常、ビアは、電気めっ
きによって導電性を有するようにされるか、あるいはチューブ又はリベットで裏打ちされ
る。多層ＰＣＢは、はるかに高い部品密度を可能にする。
【００３０】
　多層ＰＣＢは、基板内部にトレース層を有する。これは、圧力と熱を一定時間加えるこ
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とによって、材料の積層体をプレス下で積層することで達成される。これにより、分離不
可能な一体型の多層ＰＣＢが得られる。例えば、４層ＰＣＢは、２面の銅被覆積層板から
出発して、両面の回路をエッチングし、次いで、上部及び下部にプリプレグ及び銅箔を積
層することによって、製造することができる。その後、ドリル加工と、めっきと、エッチ
ングとを再度行い、上層及び下層の上にトレースを得る。
【００３１】
　補聴器は、ＭＩＤハウジング内に収容され、かつ／又はＭＩＤハウジングに取り付けら
れた磁気誘導通信ユニットと、ＭＩＤハウジング内に収容され、かつ／又はＭＩＤハウジ
ングに取り付けられた、かつ／又はＭＩＤハウジングと一体化された磁気誘導アンテナで
あって、無線通信のために磁気誘導通信ユニットと動作可能に接続された磁気誘導アンテ
ナとを備えてもよい。磁気誘導アンテナがＭＩＤハウジングと一体化される実施形態では
、磁気誘導アンテナ又はその一部は、上述のアンテナがＭＩＤハウジングと一体化される
のと同じ方法のうちの一つを用いて、ＭＩＤハウジングと一体化されて形成されてもよい
。
【００３２】
　磁気誘導通信ユニットは、例えば、人間の頭部の両側に装着された補聴器間の通信、又
は人間の頭部の外側に装着された補聴器のユニットと人間の頭部の内側に埋め込まれた補
聴器の別のユニットとの間の通信のような、人間の体組織によって著しく減衰されない、
局所的な、即ち、短距離の無線通信のための、磁気誘導アンテナに接続された近接場磁気
誘導通信ユニットであってもよい。
【００３３】
　磁気誘導アンテナは、低損失かつ低コストで強磁場を提供するために、コイルと磁気コ
ア、好ましくはフェライトコアを備えることが好ましい。
【００３４】
　磁気誘導通信ユニットは、装置間の通信のために非伝搬磁場を利用する近接場磁気誘導
（ＮＦＭＩ）通信のために構成されてもよい。そうすることによって、ある装置内の送信
器コイルが、別の装置内の受信器コイルによって受信及び検知される磁場を変調する。
【００３５】
　ＮＦＭＩ通信システムは、アンテナを使用して、自由空間へと外向きに放射される電磁
波を生成及び送信する他の種類の無線通信システムとは異なる。放射される電磁波の電力
密度は、アンテナまでの距離と共に減少する、即ち、距離の２乗の逆数（１／ｒ2）、つ
まり１ディケード当たり２０ｄＢに比例して減少する。これにより、長距離通信が容易と
なる。
【００３６】
　ＮＦＭＩ通信システムは、短距離（２メートル未満）を有する。
【００３７】
　一般的なＲＦ通信（振幅変調、位相変調、及び周波数変調）で使用される標準的な変調
方式は、ＮＦＭＩ通信システムで使用することができる。
【００３８】
　ＮＦＭＩ通信システムは、局在磁場内に伝送エネルギーを含むように設計されている。
磁場エネルギーは自由空間に放射しない。近接場送信の電力密度は、アンテナまでの距離
の６乗の逆数（１／ｒ6）、即ち、１ディケード当たり６０ｄＢに比例する割合で減少す
る。
【００３９】
　近距離無線通信の現在の商業的実施において、最も一般的に使用される搬送波周波数は
、３ＭＨｚから１５ＭＨｚの範囲であり、例えば、２２．１メートルの波長λで１３．５
６ＭＨｚである。
【００４０】
　ＮＦＭＩ場は、ＲＦ電磁波とは対照的に、ほとんど吸収されずに人間の体組織を通って
伝達されるため、ＮＦＭＩ通信システムは、人間の両側の耳に存在するデバイス間の通信
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に適している。
【００４１】
　ＭＩＤハウジングは、ＭＩＤハウジングの電子部品によって放出される電磁放射から磁
気誘導アンテナを遮蔽するため、例えば磁気遮蔽するため、及び／又は磁気誘導アンテナ
によって放出される磁場からＭＩＤハウジングの電子部品を遮蔽するために、ＭＩＤハウ
ジングと一体化された第２シールドを有してもよい。第２シールドは、上述のアンテナが
ＭＩＤハウジングと一体化されるのと同じ方法のうち一つを用いて、ＭＩＤハウジングと
一体化されて形成されてもよい。
【００４２】
　例えば教会、公会堂、劇場、映画館等の公共の場所において、又は鉄道の駅、空港、シ
ョッピングモール等のパブリックアドレスシステムを介して、多くの人々に対して話をす
る話者の音声といった、補聴器の使用者が聞くことを望んでいる音声の信号対雑音比を増
加させる一つの方法は、例えば電話、ＦＭシステム（ネックループを有する）、及び誘導
ループシステム（「聴覚ループ」とも呼ばれる）によって生成された音声信号を磁気的に
拾うためにテレコイルを使用することである。このようにして、例えば、補聴器の使用者
の音声受信閾値（ＳＲＴ）を十分に上回るような信号対雑音比の高さで補聴器に音が送信
され得る。
【００４３】
　補聴器は、テレコイルにおいて変化する磁場を、対応する変化するアナログ音声信号に
変換するテレコイルを備えてもよく、音声信号の瞬時電圧はテレコイルにおいて変化する
磁場の強度に伴って連続的に変化する。
【００４４】
　テレコイルは、例えば出力トランスデューサ、例えばレシーバといった、補聴器内の他
の部品によって生成される磁場を含む磁場に非常に敏感である。
【００４５】
　ＭＩＤハウジングは、例えば、電子部品がテレコイル受信を妨害するのを防止するよう
に、及び／又は、それらの部品がテレコイルで受信される磁場から遮蔽されるように、Ｍ
ＩＤハウジング内に収容された電子部品をテレコイルとの干渉から遮蔽するために、ＭＩ
Ｄハウジングと一体化された第３シールドを有してもよい。第３シールドは、上述のアン
テナがＭＩＤハウジングと一体化されるのと同じ方法のうち一つを用いて、ＭＩＤハウジ
ングと一体化されて形成されてもよい。
【００４６】
　例えば、ＭＩＤハウジングのバッテリ区画内に配置されたバッテリによって、補聴器に
電力が供給されてもよい。ＭＩＤハウジングは、バッテリの対応する接点又は端子と電気
的に相互接続するためにＭＩＤハウジングと一体化された、例えば電気接続パッドを有す
る導電性接続端子を有してもよい。電気接続パッドは、上記のアンテナがＭＩＤハウジン
グと一体化されるのと同じ方法のうち一つを用いて、ＭＩＤハウジングと一体化されて形
成されてもよい。
【００４７】
　例えば、電気接続パッドを有する導電性接続端子とバッテリの接点との間の電気的な相
互接続は、導電性接続端子の各々とバッテリの対応するプラス接点又はマイナス接点又は
端子との当接を含んでもよい。
【００４８】
　ＭＩＤハウジングは、複数の弾性部材を有してもよく、弾性部材の各々は、導電性接続
端子のそれぞれを支持し、バッテリがＭＩＤハウジングに取り付けられるときに、それぞ
れの導電性接続端子が、対応するバッテリ端子に押し付けられるように圧力をかける。
【００４９】
　補聴器は、一つ又は複数のマイクロホンを備えてよく、マイクロホンの各々は、マイク
ロホンで受信された音響信号を、対応するアナログ音声信号に変換するように構成されて
おり、アナログ音声信号は、マイクロホンでの音響信号の音圧と共に連続的に変化する瞬
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時電圧を有する。一つ又は複数のマイクロホンの各々は、ＭＩＤハウジングに取り付けら
れてもよく、ＭＩＤハウジングと一体化された導体を介して、補聴器の他の電子部品に接
続されてもよい。このような導体は、上記のアンテナがＭＩＤハウジングと一体化される
のと同じ方法のうち一つを用いて、ＭＩＤハウジングと一体化されて形成されてもよい。
【００５０】
　補聴器は、音声信号を処理済み音声信号に処理するように構成されている音声プロセッ
サと、処理済み音声信号を人間の聴覚系によって受信され、使用者の聴覚音となる聴覚出
力信号に変換するように構成されている出力トランスデューサとを備えてもよい。
【００５１】
　音声プロセッサは、補聴器の使用者の聴力損失を補償するために音声信号を処理するよ
うに構成されている聴力損失プロセッサを含んでもよく、処理済み音声信号は、音声信号
に基づく聴力損失補償音声信号である。
【００５２】
　磁気誘導アンテナは、ＭＩＤハウジングが、使用中に、補聴器の使用者の一方の耳にお
いて意図された位置に装着されているときに、磁気誘導アンテナによって生成される磁場
が補聴器の使用者の他方の耳の方に向けられるように、ＭＩＤハウジングに取り付けられ
てもよい。
【００５３】
　近接場磁気誘導通信ユニットは、音声プロセッサに音声信号を供給するように構成され
てもよい。
【００５４】
　無線機は、音声プロセッサに音声信号を供給するように構成されてもよい。
【００５５】
　補聴器を製造する方法も提供される。この方法は、ＭＩＤハウジングの少なくとも一部
を提供するステップと、ＭＩＤハウジングの少なくとも一部に、無線通信のための電磁波
を受信及び送信するように構成されたアンテナを配置するステップとを含む。
【００５６】
　アンテナの配置は、上述のように、ＬＤＳプロセス及びそれに続くメタライゼーション
を使用することによって、又はツーショット成形の上述のプロセスとそれに続くメタライ
ゼーションを使用することによって、提供されてもよい。
【００５７】
　補聴器は、耳掛け型（ＢＴＥ）、外耳道内レシーバ型（ＲＩＥ）、耳穴型（ＩＴＥ）、
外耳道型（ＩＴＣ）、完全外耳道型（ＣＩＣ）等の補聴器のような補聴器の使用者の耳に
装着されるように構成された任意の種類の補聴器であってもよい。
【００５８】
　補聴器は、人工内耳から脳へ聴覚情報を運ぶ蝸牛神経の電子刺激のために人工内耳に埋
め込まれる電極アレイを有する人工内耳（ＣＩ）のような埋め込み可能な装置であっても
よい。
【００５９】
　補聴器は、使用者の頭部に取り付けられる送信機ハウジングを有する人工内耳であって
よく、この送信機ハウジングは、受信された聴力損失補償音声信号に基づいて、使用者の
内耳に埋め込まれる電極に聴力損失補償音声信号を供給するために、皮膚の下に埋め込ま
れる受信機ハウジングに収容された受信機に聴力損失補償音声信号を送信するためのＮＦ
ＭＩ送信機を収容する。磁気誘導アンテナは、送信機ハウジング及び受信機ハウジングが
、使用者の頭部において通常の使用のために意図された位置に装着されたときに、送信機
ハウジング内に生成される磁場が、最適な又は実質的に最適な受信のために、受信機ハウ
ジングのアンテナに向けられるように、人工内耳の送信機ハウジング及び受信機ハウジン
グのうちの少なくとも一つに配置される。
【００６０】
　一体化されたアンテナと、場合によってはシールドと、場合によってはバッテリ接点と
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、場合によっては様々な電気接続パッドと、導体経路と、場合によっては様々な電子部品
とを有するＭＩＤハウジングを設けることにより、補聴器の別個の部品の数が低減され、
個別に確立されなければならない電気的な相互接続の数が低減される。それにより、補聴
器の組立時間及び製造コストが低減される。その結果、補聴器のサイズが小さくなり、そ
の性能が向上する。
【００６１】
　さらに、それぞれの導体の当接によって確立されるＭＩＤハウジングの部品とＰＣＢと
の電気的な相互接続を提供することにより、補聴器を組み立てるときに実行されるべきは
んだ付けの数が低減され、それによって、補聴器の組み立て時間及び製造コストがさらに
低減される。
【００６２】
　典型的には、アナログ音声信号は、アナログ－デジタル変換器において対応するデジタ
ル音声信号に変換することによってデジタル信号処理に適したものとされるので、アナロ
グ音声信号の振幅は二進数で表される。このようにして、デジタル値のシーケンス形式の
離散時間及び離散振幅のデジタル音声信号は、連続時間及び連続振幅のアナログ音声信号
を表す。
【００６３】
　本開示を通して、「音声信号」は、一つ又は複数のマイクロホン、テレコイル、無線機
、又は近接場磁気誘導通信ユニットの出力部から音声プロセッサの入力部への信号経路の
一部を形成する任意のアナログ又はデジタル信号を識別するために使用され得る。
【００６４】
　本開示を通して、「処理済み音声信号」は、音声プロセッサの出力部から出力トランス
デューサの入力部までの信号経路の一部を形成する任意のアナログ又はデジタル信号を識
別するために使用され得る。
【００６５】
　出力トランスデューサは、処理済み音声信号、例えば、聴力損失補償音声信号に基づい
て聴覚出力信号を出力するように構成されたレシーバ、人口内耳に埋め込まれた電極等で
あってもよい。聴覚出力信号は、人間の聴覚系によって受信されるため、使用者が音を聞
くことができる。
【００６６】
　無線機は、無線送信機及び無線受信機の両方を備える回路であってもよい。送信機及び
受信機は、共通の回路、及び／又は単一のダイ又はハウジングを共有してもよい。
【００６７】
　あるいは、送信機及び受信機は、回路を共有しなくてもよく、無線機は、送信機及び受
信機とそれぞれ別個のダイ又はハウジングを備えてもよい。
【００６８】
　近接場磁気誘導通信ユニットは、無線送信機及び無線受信機の両方を備える回路であっ
てもよい。送信機及び受信機は、共通の回路、及び／又は単一のダイ又はハウジングを共
有してもよい。
【００６９】
　あるいは、送信機及び受信機は、回路を共有しなくてもよく、近接場磁気誘導通信ユニ
ットは、送信機及び受信機とそれぞれ別個のダイ又はハウジングを備えてもよい。
【００７０】
　補聴器は、有利には、両耳補聴器システムに組み込まれてもよい。そのシステムでは、
二つの補聴器が、例えば、それらの近接場磁気誘導通信ユニット及びアンテナを利用して
、音声信号等のデータ、信号処理パラメータ、信号処理プログラム等の識別等の制御デー
タのデジタル交換のために相互接続され、任意では、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＬＥ
に準拠する無線及びアンテナ等を利用して、リモコン等といった他の装置と相互接続され
る。
【００７１】
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　例えば、音声プロセッサによって実行される、新しい補聴器における信号処理は、専用
ハードウェアによって実行されてもよく、又は、一つ又は複数の信号プロセッサにおいて
実行されてもよく、又は、専用ハードウェアと一つ又は複数の信号プロセッサとの組み合
わせにおいて実行されてもよい。
【００７２】
　本明細書で使用される「プロセッサ」、「信号プロセッサ」、「音声プロセッサ」、「
コントローラ」、「システム」等の用語は、ハードウェア、ハードウェア及びソフトウェ
アの組み合わせ、ソフトウェア、又は実行中のソフトウェアのいずれかのＣＰＵ関連のエ
ンティティを指すことを意図している。
【００７３】
　例えば、「プロセッサ」、「信号プロセッサ」、「コントローラ」、「システム」等は
、プロセッサ上で実行されるプロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行可能ファイル、
実行スレッド、及び／又はプログラムであってもよいが、これらに限定されない。
【００７４】
　例として、「プロセッサ」、「信号プロセッサ」、「コントローラ」、「システム」等
の用語は、プロセッサ上で実行されるアプリケーション及びハードウェアプロセッサの両
方を指す。一つ又は複数の「プロセッサ」、「信号プロセッサ」、「コントローラ」、「
システム」等、又はこれらの任意の組合せは、プロセス及び／又は実行スレッド内に存在
してもよく、一つ又は複数の「プロセッサ」、「信号プロセッサ」、「コントローラ」、
「システム」等、又はこれらの任意の組合せは、場合によっては、他のハードウェア回路
と組み合わせて、一つのハードウェアプロセッサ上に局在化されてもよく、及び／又は場
合によっては、他のハードウェア回路と組み合わせて、二つ又はそれ以上のハードウェア
プロセッサ間で分散されてもよい。
【００７５】
　また、プロセッサ（又は同様の用語）は、信号処理を実行することができる任意の部品
、又は部品の任意の組合せであってもよい。例えば、信号プロセッサは、ＡＳＩＣプロセ
ッサ、ＦＰＧＡプロセッサ、汎用プロセッサ、マイクロプロセッサ、回路部品、又は集積
回路であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
　以下では、新しい補聴器が、図面を参照してより詳細に説明される。
【図１】例示的な補聴器回路の概略図である。
【図２】ＭＩＤハウジングと一体化された２．４ＧＨｚアンテナを概略的に示す。
【図３】ＭＩＤハウジングと一体化された種々のシールドを概略的に示す。
【図４】ＭＩＤハウジングと一体化されたバッテリ接点の一つを概略的に示す。
【図５】ＰＣＢのＰＣＢ端子の対応する一つと電気的に相互接続するための、ＭＩＤハウ
ジングの一体化されたＰＣＢ接点の一つを概略的に示す。
【図６】使用者の耳の後ろで意図された作動位置に取り付けられたときの、ＢＴＥ補聴器
における磁気誘導アンテナの位置を概略的に示す。
【発明を実施するための形態】
【００７７】
　以下に、添付の特許請求の範囲による補聴器の様々な例を示す。しかしながら、添付の
特許請求の範囲による補聴器は、異なる形態で具現化されてもよく、本明細書に記載され
る例に限定されるものとして解釈されるべきではない。
【００７８】
　添付の図面は、分かりやすくするために概略的かつ簡略化されたものであり、添付の特
許請求の範囲による補聴器の発明概念の理解に不可欠な詳細を単に示しているに過ぎず、
他の詳細は省略されていることに留意されたい。
【００７９】
　全体を通して、同様の参照番号は同様の要素を指す。従って、同様の要素については、
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各図の説明に関して詳細には説明しない。
【００８０】
　図１は、新たな補聴器の補聴器回路１０の一例を概略的に示す。図示された新たな補聴
器は、ＢＴＥ補聴器であるが、回路１０は、耳掛け型（ＢＴＥ）、外耳道内レシーバ型（
ＲＩＥ）、耳穴型（ＩＴＥ）、外耳道型（ＩＴＣ）、完全外耳道型（ＣＩＣ）等の補聴器
のような、補聴器の使用者の耳に装着されるように構成された任意の種類の補聴器に使用
されてもよい。回路１０は、また、人工内耳から脳へ聴覚情報を伝える蝸牛神経の電子刺
激のために、人工内耳に埋め込まれる電極アレイを有する人工内耳（ＣＩ）のような埋め
込み型装置に含まれてもよい。
【００８１】
　図示された補聴器回路１０は、前部マイクロホン１２及び後部マイクロホン１４を備え
ており、これらは、周囲からの音響音信号を、マイクロホン１２、１４によって出力され
る対応するマイクロホン音声信号１６、１８に変換するためのものである。例えば、補聴
器の分野でよく知られているような方向性を有するデジタルマイクロホン音声信号３０を
生成するために、任意でプリフィルタ処理され（プリフィルタは図示されず）、信号コン
バイナ２８で結合されるデジタルマイクロホン音声信号２４、２６へとそれぞれのマイク
ロホン音声信号１６、１８を変換するために、マイクロホン音声信号１６、１８は、Ａ／
Ｄコンバータ２０、２２でそれぞれデジタル化される。デジタルマイクロホン音声信号３
０は、信号ルータ３２に入力される。信号ルータ３２は、信号ルータに入力される音声信
号３０、４６、５２、５８の加重和３４を出力するように構成されている。信号ルータ出
力３４は、音声プロセッサ３６に入力される。音声プロセッサ３６は、例えば、信号ルー
タ出力３４に基づいて聴力損失補償音声信号３８を生成するように構成された聴力損失プ
ロセッサを含む。聴力損失補償音声信号３８は、補聴器の使用者の鼓膜（図示せず）に向
けて伝送するための音声への変換のために、レシーバ４０に入力される。
【００８２】
　図示された補聴器回路１０はさらに、携帯電話、スマートフォン、デスクトップコンピ
ュータ、タブレット、ラップトップ、無線機、メディアプレーヤ、コンパニオンマイクロ
ホン、例えば教会、公会堂、劇場、映画館等の公共の場所における放送システム、例えば
鉄道の駅、空港、ショッピングモール等のパブリックアドレスシステムといった様々な送
信機から、制御信号及びデジタル音声を含むデータを受信するように構成されている。
【００８３】
　図示された例では、デジタル音声を含むデータは、例えば２．４ＧＨｚで補聴器に無線
で送信され、無線機４４に接続された補聴器ＲＦアンテナ４２によって受信される。無線
機４４は、例えば周囲音信号、ステレオ音声信号又はモノラル音声信号を表すデジタル音
声を含むアンテナ信号からデジタルデータ４６を読み出す。
【００８４】
　補聴器回路１０はまた、人間の頭部の両側に装着された補聴器間にある人間の体組織に
よって著しく減衰されない局所的な無線通信、即ち短距離の無線通信を提供するために、
磁気誘導アンテナ４８を有する。図示された磁気誘導アンテナ４８は、低損失、かつ低コ
ストで、強磁場を提供するために、コイルとフェライトコアを備える。磁気誘導アンテナ
４８は、図２～図５に示すＭＩＤハウジング１００に取り付けられ、電気的に相互接続さ
れる。
【００８５】
　磁気誘導アンテナ４８は、近接場磁気誘導通信ユニット５０と動作可能に接続されてお
り、近接場磁気誘導通信ユニット５０は、磁気誘導アンテナ４８で受信された信号をデジ
タル音声信号５２に復調及び変換するように構成されている。近接場磁気誘導通信ユニッ
ト５０はまた、両方の補聴器が使用者のそれぞれの耳において意図された作動位置に装着
されたときに、最適な又は実質的に最適な受信のために、他方の耳における他方の補聴器
のハウジング内の磁気誘導アンテナのフェライトコアと磁力線が整列した状態で、補聴器
の使用者の他方の耳（図示せず）の方向に局所的な非伝播磁場を放出する磁気誘導アンテ
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ナ４８を介した送信に適した変調信号に、デジタル音声信号を変調するように構成される
。
【００８６】
　無線機４４に接続された補聴器ＲＦアンテナ４２による周囲音信号、ステレオ信号、又
はモノラル信号の受信中に、信号ルータ３２は、使用者の他方の耳に装着された補聴器へ
の送信のために、使用者の他方の耳の補聴器（図示せず）を対象とする周囲音チャネル部
分、又はステレオチャネル、又はモノラル音声信号を近接場磁気誘導通信ユニット５０に
送るように構成される。
【００８７】
　他方の補聴器は、磁気誘導アンテナを有する図１に示されるのと同じ回路１０を有して
もよく、磁気誘導アンテナは、変調された磁場を受信し、それを自身の近接場磁気誘導通
信ユニットへと出力される電圧に変換し、近接場磁気誘導通信ユニットは、周囲音信号チ
ャネル部分、ステレオチャネル、又はモノラル音声信号のデジタル音声を復調し、それを
信号ルータに転送し、聴力損失補償のための聴力損失プロセッサを有する音声プロセッサ
に入力される音声信号に当該デジタル音声を含ませる。
【００８８】
　このようにして、他方の耳のためのデジタル音声は、ほとんど減衰せずに他方の耳にお
ける他方の補聴器に送信される。
【００８９】
　デジタル音声４６は、複数のソースからの音声を含んでもよく、従って、デジタル音声
４６は、信号ルータ３２のための複数の入力信号を形成してもよい。各入力信号は、一つ
の音声のソースに対応している。
【００９０】
　補聴器回路１０はまた、テレコイル５４を含む。テレコイル５４は、テレコイル５４に
おいて変化する磁場を、対応する変化するアナログ音声信号に変換する。音声信号の瞬時
電圧は、テレコイルにおいて変化する磁場強度と共に連続的に変化する。変化するアナロ
グ音声信号は、テレコイル受信部５６に出力される。テレコイル受信部５６は、受信した
信号をデジタル音声５８に変調し、それを信号ルータ３２に転送して、聴覚損失補償のた
めの聴覚損失プロセッサを有する音声プロセッサ３６に入力される音声信号３４にテレコ
イル受信部５６のデジタル音声５８を含めるように構成されている。
【００９１】
　ＲＦアンテナ４２、磁気誘導アンテナ４８、又はテレコイル５４によってデジタル音声
を受信した場合、それぞれのデジタル音声４６、５２、５８は使用者に送信されてもよく
、マイクロホン１２、１４からの他の音声信号３０は、デジタル音声４６、５２、５８の
送信中は減衰される。他の音声信号３０はミュートされてもよい。使用者は、例えば当技
術分野で周知のタイプの補聴器のユーザインターフェースを介してコマンドを入力し、他
の音声信号３０がミュートされるか、減衰されるか、又は変更されないままであるかを制
御してもよい。
【００９２】
　図２は、図１に示す補聴器回路１０を収容するＢＴＥ補聴器用のＭＩＤハウジング１０
０を側面から概略的に示す。ＭＩＤハウジング１００は、熱可塑性材料のシングルモール
ドインジェクションによって一体として作られている。
【００９３】
　ＭＩＤハウジング１００はまた、例えば、ハウジングの長手方向に沿ったハウジングの
外縁に沿って延びる継手に沿って、又はハウジングの長手方向に垂直又は実質的に垂直な
ハウジングの横方向に沿ったハウジングの外縁に沿って延びる継手に沿って、ＭＩＤハウ
ジング１００を形成するように組み立てられる二つの部分（図示せず）から作製されても
よい。
【００９４】
　例えば２．４ＧＨｚのような１ＧＨｚから１０ＧＨｚの範囲の周波数における、ＲＦ波
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のような電磁波の受信及び送信のためのＲＦアンテナ４２が、ＭＩＤハウジング１００と
一体化される。アンテナ（又はアンテナの一部）が成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングと
一体化されるとは、アンテナ（又はその一部）が、一体化されて分離不可能な部分として
成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングと一緒に形成されていること、及び、アンテナが独立
した部分を形成しないことを意味する。これは、アンテナ（又はその一部）が、成形回路
部品（ＭＩＤ）ハウジングに取り付けられず、取り外されることができないことを意味す
る。アンテナ（又はその一部）は、上述のプロセスのうちの一つによってＭＩＤハウジン
グ上／中に形成されるのが好ましい。例えば、一体化されたＲＦアンテナ４２は、ＭＩＤ
ハウジング１００のレーザ直接構造化（ＬＤＳ）を利用して作製される。ＲＦアンテナ４
２は、送信／受信周波数における共振に必要な長さを得るために曲折されている。自由場
では、モノポールアンテナ又はダイポールアンテナの半分の最適な長さは、電磁波の波長
の四分の一であるが、これは、補聴器の使用者の頭部組織、ＭＩＤハウジング１００の材
料等の環境によって変更される。
【００９５】
　図１に示すように、ＲＦアンテナ４２は、無線通信のために無線機４４と動作可能に接
続される。無線機４４及びＲＦアンテナ４２は、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ、Ｂｌｕｅｔ
ｏｏｔｈ　ＬＥ等の規格、例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈコア仕様４．１以降又はそれ以前の
バージョン等の無線通信のための国際規格に準拠する、例えば２．４ＧＨｚの産業科学医
療（ＩＳＭ）バンドを利用して、無線通信のために構成された他のデバイスとの無線通信
のために協働するように構成される。
【００９６】
　Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＬＥ規格に従って動作する場合、無線機４４は、ＥＰ２９４７８
０３Ａ１に説明されているように、リアルタイム音声データ信号の受信及び送信を可能に
するように変更されてもよい。
【００９７】
　補聴器は、ＭＩＤハウジング１００内に収容された一つ又は複数のＰＣＢ（図示せず）
を備え、そのうちの一つは無線機４４を含む。図５において詳細に図示するように、ＲＦ
アンテナ４２は、ＭＩＤハウジング１００と一体化された導体（図示せず）とＰＣＢ（図
示せず）の導体（図示せず）との電気的な接続（図示せず）を介して、無線機４４と動作
可能に接続される。
【００９８】
　図３は、図２のＭＩＤハウジング１００を概略的に示す。ハウジング１００の一部は、
説明のために切り取られている。切り取られたＭＩＤハウジングは、二つの異なる視点か
ら見た斜視図で示されており、それにより、ＭＩＤハウジングの内側（図の上部）とＭＩ
Ｄハウジングの外面（図の下部）を見ることができる。
【００９９】
　図示されたＭＩＤハウジング１００は、ＭＩＤハウジング１００の電子部品とアンテナ
を遮蔽するために、ＭＩＤハウジング１００と一体化されたシールド１２０、１３０、１
８０を有する。シールドが成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングと一体化されているという
ことは、シールドが一体化されて分離不可能な部分として成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジ
ングと一緒に形成されていること、及びアンテナが独立した部分を形成しないことを意味
する。これは、アンテナ（又はその一部）が、成形回路部品（ＭＩＤ）ハウジングに取り
付けられず、取り外されることができないことを意味する。シールドは、好ましくは、上
述のプロセスのうちの一つによって、ＭＩＤハウジング上／中に形成される。
【０１００】
　シールド１２０は、電子部品によって生成される磁場をテレコイル（図示せず）に関連
する干渉から遮蔽し、例えば、部品がテレコイルの受信を妨害することを防ぎ、及び／又
は、部品がテレコイル５４で受信される磁場から遮蔽されるように、テレコイル（図示せ
ず）とＭＩＤハウジング１００の電子部品との間に設けられる。
【０１０１】
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　シールド１３０は、磁気誘導アンテナ（図示せず）に関連する干渉から電子部品を遮蔽
、例えば磁場遮蔽し、例えば、部品が磁気誘導アンテナを妨害することを防ぎ、及び／又
は、部品が、磁気誘導アンテナ（図示せず）によって形成される磁場、又は磁気誘導アン
テナにおいて受信される磁場から遮蔽されるように、磁気誘導アンテナ（図示せず）とＭ
ＩＤハウジング１００の電子部品との間に設けられる。
【０１０２】
　図４は、図２及び図３のＭＩＤハウジング１００を概略的に示す。ハウジング１００の
一部は、説明のために切り取られている。図４は、図３の上部とは異なる視点から、ＭＩ
Ｄハウジングの内側を示す。
【０１０３】
　図示されたＭＩＤハウジング１００は、バッテリ（図示せず）がバッテリ区画１５０に
取り付けられたときに、バッテリのそれぞれの端子と電気的に相互接続するための一体化
された複数のバッテリ接点１４０（そのうちの一つのみが示されている）を有する。バッ
テリ接点１４０は、ＭＩＤハウジング１００の弾性部分１６０によって支持されており、
弾性部分１６０は、バッテリがバッテリ区画１５０に取り付けられたときに、バッテリ接
点１４０がそれぞれのバッテリ端子に押し付けられるように、圧力をかける。バッテリ接
点１４０は、上述したプロセスの一つによってＭＩＤハウジング上／中に形成されてもよ
く、例えば、バッテリ接点１４０は、ＭＩＤハウジング１００のレーザ直接構造化（ＬＤ
Ｓ）を利用して作製されてもよい。
【０１０４】
　図示されるＭＩＤハウジング１００は、図１に示されている無線機、音声プロセッサ及
び補聴器回路１０の他の部分を保持するＰＣＢ（図示せず）のためのＰＣＢ区画１７０を
有する。ＰＣＢ（図示せず）は、ＰＣＢがＰＣＢ区画１７０内に取り付けられたときに、
ＰＣＢの対応する電気接続パッドに当接するＭＩＤハウジング１００の電気接続パッドを
介して、アンテナ４２、４８及びテレコイル５４と、ＭＩＤハウジング１００に一体化さ
れるか又はＭＩＤハウジング１００に取り付けられた他の部品と、電気的に接続される。
これにより、ＭＩＤハウジング１００へＰＣＢを取り付ける際に、はんだ付けが不要とな
る。
【０１０５】
　ＰＣＢ区画１７０は、電磁干渉からＰＣＢの部品を遮蔽するために、ＭＩＤハウジング
１００と一体化されたシールド１８０を有する。シールド１８０は、上述したプロセスの
一つを用いてＭＩＤハウジング上／中に形成されてもよく、例えば、シールド１８０は、
ＭＩＤハウジング１００のレーザ直接構造化（ＬＤＳ）を利用して作製されてもよい。
【０１０６】
　図５は、図２のＭＩＤハウジング１００を概略的に示す。ハウジング１００の一部は、
説明のために切り取られている。
【０１０７】
　図示されたＭＩＤハウジング１００は、図１に示される無線機（見えない）、音声プロ
セッサ（見えない）及び補聴器回路１０の他の部分を保持するフレキシブルＰＣＢ２１０
のためのＰＣＢ区画１７０を有する。ＰＣＢ２１０は、フレキシブル多層ＰＣＢ２１０で
あるＰＣＢ２１０の電気接続パッド２００とそれぞれ電気的な相互接続をするために、Ｍ
ＩＤハウジング１００と一体化された複数のＰＣＢ接点１９０（そのうちの一つのみが図
示される）を介して、ＭＩＤハウジング１００と一体化されるか、あるいはＭＩＤハウジ
ング１００に取り付けられるアンテナ４２、４８及びテレコイル５４及び他の部品と電気
的に接続される。複数のＰＣＢ接点１９０（そのうちの一つのみが図示される）は、圧力
を加えるＭＩＤハウジング１００の弾性部分２２０によって支持されている。それにより
、ＰＣＢ２１０がＰＣＢ区画１７０内に取り付けられる際に、ＰＣＢ接点１９０がＰＣＢ
２１０のそれぞれの電気接続パッド２００に押し付けられるため、ＰＣＢ２１０がＭＩＤ
ハウジング１００に取り付けられる際には、はんだ付けが不要となる。
【０１０８】
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　図６は、通常の使用に関して、意図された作動位置に取り付けられたＢＴＥ補聴器４０
０、即ち、使用者の耳の後ろ、つまり耳介３００の後ろにＢＴＥハウジング４１０が取り
付けられた状態のＢＴＥ補聴器４００を示す。図示されたＢＴＥ補聴器４００のＢＴＥハ
ウジング４１０は、図１に示された補聴器回路１０を収容する。
【０１０９】
　図示されたＢＴＥ補聴器４００は、使用者の他方の耳（見えない）に取り付けられた同
様の第２のＢＴＥ補聴器（見えない）と共に、両耳補聴器システムの一部を形成する。
【０１１０】
　第２のＢＴＥ補聴器（見えない）も、図１に示す補聴器回路１０を備える。
【０１１１】
　図６はまた、ＢＴＥ補聴器４００の様々なパラメータを調整するために、例えばＢｌｕ
ｅｔｏｏｔｈ　ＬＥプロトコルを利用して、ＢＴＥ補聴器４００に、ＢＴＥ補聴器４００
のハードウェア及び／又はソフトウェア構成に関連するデータの無線送信４３０をするよ
うに構成されたデスクトップコンピュータ４２０を概略的に示す。
【０１１２】
　さらに、デスクトップコンピュータ４２０は、例えば、２チャネルステレオ等のマルチ
チャネル音声、マルチチャネル周囲音、マルチチャネルテレカンファレンス音声、バーチ
ャルリアリティ３Ｄ音等をＢＴＥ補聴器４００に無線ストリーミングするように構成され
る。
【０１１３】
　デスクトップコンピュータ４２０は、特定の聴力損失を有する特定の使用者に補聴器４
００をフィッティングするためのフィッティング器具を備えてもよい。
【０１１４】
　ＢＴＥ補聴器４００はさらに、携帯電話、スマートフォン、デスクトップコンピュータ
、タブレット、ラップトップ、無線機、メディアプレーヤ、コンパニオンマイクロホン、
例えば教会、公会堂、劇場、映画館等の公共の場所における放送システム、例えば鉄道の
駅、空港、ショッピングモール等のパブリックアドレスシステムといった様々な他の送信
機（図示せず）から、制御信号及びデジタル音声を含むデータを受信するように構成され
ている。
【０１１５】
　図６において、ＢＴＥ補聴器４００に無線で送信４３０されるデジタル音声を含むデー
タは、無線機４４（図１参照）に接続されたＢＴＥ補聴器ＲＦアンテナ４２（図１参照）
によって受信される。無線機４４（図１参照）は、例えば、周囲音信号、ステレオ音声信
号、又はモノラル音声信号を表すデジタル音声を含む受信された無線機信号から、デジタ
ルデータ４６（図１参照）を取り出す。信号ルータ３２（図１参照）はまた、使用者の他
方の耳に取り付けられた第２のＢＴＥ補聴器を対象とする周囲音信号チャネル部分、ステ
レオチャネル、又はモノラル音声信号を、近接場磁気誘導通信ユニット５０（図１参照）
に送るように構成されており、近接場磁気誘導通信ユニット５０は、当該音声信号のデジ
タル音声５２（図１参照）を、磁気誘導アンテナ４８（図１参照）を介した送信に適した
変調信号に変調し、磁気誘導アンテナ４８は、通常作動中に、両方の補聴器が使用者のそ
れぞれの耳で、それらの意図された動作位置に装着されているときに、最適な又は実質的
に最適な受信のために、第２のＢＴＥ補聴器のハウジング内の磁気誘導アンテナのフェラ
イトコアと磁力線が整列された状態で、第２のＢＴＥ補聴器（見えない）の方向に、局所
的で非伝搬な磁場を放射する。
【０１１６】
　点線の円４４０は、磁気誘導アンテナ（見えない）のフェライトコア（見えない）の周
囲に巻線を有するコイルの向きを示す。フェライトコアは、変調磁場の最適な又は実質的
に最適な送信及び受信のために、第２のＢＴＥ補聴器（見えない）のハウジング内の磁気
誘導アンテナのフェライトコアと整列されている。
【０１１７】
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　図１に示す回路１０を備えた第２のＢＴＥ補聴器（見えない）では、第２のＢＴＥ補聴
器の磁気誘導アンテナは、変調磁場を受け取り、それを近接場磁気誘導通信ユニットに出
力される電圧に変換する。近接場磁気誘導通信ユニットは、音声プロセッサ３６に入力さ
れる音声信号にデジタル音声を含めるために、対象とする音声信号のデジタル音声を復調
し、それを信号ルータに転送するように構成される。
【０１１８】
　このようにして、他方の耳を対象とする周囲音信号、ステレオチャネル、又はモノラル
音声信号のデジタル音声は、ほとんど減衰せずに他方の耳の第２のＢＴＥ補聴器に送信さ
れる。
【０１１９】
　既に述べたように、デジタル音声は、複数のソースからの音声を含んでもよく、従って
、デジタル音声は、信号ルータへの複数の入力信号を形成してもよく、各入力信号が一つ
の音声ソースに対応する。
【０１２０】
　ＲＦアンテナによってデジタル音声を受信する場合、このデジタル音声は使用者に送信
されてもよく、他の音声信号はデジタル音声の送信中は減衰されてもよい。他の信号は、
ミュートされてもよい。使用者は、当技術分野で周知のタイプのＢＴＥ補聴器のユーザイ
ンターフェースを介してコマンドを入力し、他の信号がミュートされるか、減衰されるか
、又は変更されないままであるかを制御してもよい。

【図１】
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